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１．はじめに 
幼児教育と小学校教育との連携（以下、「幼小連携」という）を推進すべく、2008 年改
訂の保育所保育指針と幼稚園教育要領には小学校連携に関する内容が盛り込まれた。ま
た、小学校学習指導要領においても幼稚園に加え保育所との連携が新たに加えられた。         
しかし、幼小連携には様々な壁がある。例えば、筆者が小学校 1 年を担任したときは、
ボール投げ、登り棒などで躓いている児童がいたり、逆さ感覚や回転感覚が備わっておら
ず、鉄棒の前回りやお布団干しを怖がったりする児童も多くいた。児童たちとの会話を交
わすうちに、幼児期にそれらの運動をあまり体験してこなかったことが分かってきた。 
一方で、2012 年に幼児を対象に、幼児期の身体運動ガイドライン「幼児期運動指針」1
が策定された。それらは「体のバランスをとる動き」「体を移動する動き」「用具などを操
作する動き」の３つに分かれおり、それらを経験し多様な動きを獲得することが望まれて
いる。またスキャモンの発育・発達曲線によれば、神経系の発達は４～５歳で成人の８０％
６歳で９０％にも達するといわれている。２この幼児期の運動経験が小学校での運動能力
へ及ぼす影響は大きい。そこで、幼児期に神経系の発達を促す、「運動遊び」をしっかり行
うことで、小学校での運動の躓きも解消されるのではないかと考え、幼小連携の視点から、
幼児期の運動遊びに関してさまざまな課題について概観したい。 
 
２．幼小連携について 
遊びを中心とした幼児期の教育と、教科等の学習を中心とする小学校の教育では、子ど
もの指導や援助の仕方も異なり、小学校へ入学すると様々な躓きが出てくることがある。
その為に 2005 年に中央教育審議会から「子どもを取り巻く環境の変化を踏まえた今後の
幼児教育の在り方（答申）」３が出された。その中で、幼児教育と小学校教育の連携・接続
の強化・改善が求められている。その一方で 10 年以上にわたり、「小 1 プロブレム」と呼
ばれる問題が全国で続いている。東京都が 2009 年に行った「東京都公立小・中学校にお
ける第１学年の児童・生徒の学校生活への適応状況にかかわる実態調査について」４の「不
適応状況の態様」（図 1）５よれば公立小学校第１学年で最も多かったのが「授業中、勝手
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に教室の中を立ち歩いたり、教室の外へ出て行ったりする」68.5％、次に「担任の指示通
りに行動しない」62.1％などとなっている。 
また「不適応状況の発生の予防に効果的と思われる対応策」（図 2）６として最も多かっ
たのが「学級担任の援助となる指導員等の配置」校長 61.4％教諭 61.0％、次に「１学級の
人数の縮小」となっている。上位 2 項目とも人件費が掛かり、財政の苦しい自治体では頭
を悩ませるところである。また割合的に少ないが、幼小連携などの「保育所や幼稚園にお
図２ 不適応状況の発生の予防に効果的と思われる対応策【校長、教諭の回答（％）】 
 
図１ 不適応状況の態様【校長の回答（％）】 
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ける小学校との接続を見据えた幼児教育の充実」校長 43.2％教諭 30.3％「保育所保育士や
幼稚園教諭と小学校教諭との合同研修や意見交換などの充実」校長 23.2％教諭 21.0％「保
育所や幼稚園の 5 歳児と小学校の児童との交流活動の充実」校長 8.2％教諭 4.3％なども挙
げられている。 
また、2010 年文部科学省「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方に関する調
査研究協力者会議（第 7 回）」7において幼稚園教育と小学校教育の接続を意識する時期に
ついて（調査結果）では、自治体によって接続を意識する時期は様々であり、共通認識の
違いが浮き彫りになった。また、お茶の水女子大学 子ども発達教育研究センター 2005
年 9 月発行の「幼児教育と小学校教育をつなぐ―幼小連携の現状と課題―」8 によると、
「連携を進める際の課題」として幼稚園、小学校とも一番多かったのが「日程調整が難し
い」であった。次に「教育課程に位置付けていくこと」であった。幼稚園教員、小学校教
員とも多忙な中で時間を捻出する難しさを感じているほか、幼稚園教育と小学校教育の教
育課程を円滑に接続していく構造の難しさもうかがえる。特筆すべきこととして「小学校
教員と幼稚園教員の間で指導観の共通理解を図ること」という項目で小学校が 38.9％、幼
稚園が 61.3％で大きな差があったことである。幼小の共通認識の違いが、大きな課題とい
うことであろう。 
 
３．運動遊びの指導について 
次に運動遊びの指導に焦点をあてる。柳田（2008）
は、埼玉県の 公立および私立幼稚園にアンケート調査
を依頼し，20 園，202 名の教師が調査対象（アンケー
ト回収率は 62．9％）を行った。９ 運動遊びの指導に
際して重視していることの調査においては， 幼児と一
緒に遊ぶことや外で自由に遊ばせることが重視され，
運動技能やルールなど運動遊びを体系化した運動指導
の必要はないという考えが幼稚園教員には強いことが
示唆された。しかし、幼児の自発的欲求に任せたまま
の「運動遊び」では、運動能力の二極化の問題が継続さ
れる。10 例えばブロックや砂場で遊ぶことが好きな幼児
とサッカーや鬼ごっこが好きな幼児では運動能力や体力も大きく変わってくるからだ。 
その一方で外部体育指導員が、幼稚園などに体育指導という形で入っている。筆者の短
期大学に在籍している学生に実習先で外部体育指導員が来ていたかアンケート調査した結
果 34 園中 31 園、85％もの園で外部体育指導員が導入されていたことが明らかになった。
外部指導員あり
85％
外部指導員
なし
15％
図３ 外部体育指導員の割合 
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（図 3）また柳田は、幼稚園 104 園の教育実習に行った学生にアンケート調査し、外部体
育指導員の導入の有無を調査したところ、85．6％の幼稚園において導入がされていた。し
かし、森ら 11 や杉原ら 12 によれば、体育指導をしている園がしていない園より運動能力が
低いという調査結果も出ており、外部体育指導員を導入すれば良いというものではない。
また、幼小連携を円滑に進めていく上でも、週 1，2 回程度、園に来る外部体育指導員に頼
っているのでは難しい面が多い。 
次に成功事例を見てみたい。兵庫県豊岡市では教育委員会が主体となって、運動遊び担
当職員が全保育所・幼稚園・子育てセンターなどを巡回訪問し、幼児期における運動遊び
事業を推進・展開している 13。子どもたちが心身ともに健やかに成長できるよう、動的な
遊びを日常保育の中に積極的に取り入れている。また幼児期の運動遊び事業と小学校体育
との連続性の確立を図るために、小学校へも訪問し運動遊びを展開している。これは柳沢
（注１）が、子どもたちに身体を動かすことが好きになってもらいたいと考案された体系
的な運動プログラムである。（図 4）14 (図 5)15 このプログラムを取り入れ、クマさん歩き、
ワニさん歩きやカンガルー跳びなどいろいろな動物に変身したり、身体を使ったゲームな
どを行ったりして楽しく遊びながら、日常生活ではあまり使われない筋肉を動かし、支持
力、跳躍力、懸垂力･逆さ感覚などの基礎体力を身につけている。 
この取り組みから、幼児期から児童期へ連続した運動遊びの可能性を見て取れる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４ 柳沢プログラム 
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４．まとめ 
幼児期の運動遊びについて、幼児教育と小学校教育の連携の視点から概観した。そこか
らいくつかの課題を示唆することができる。 
1、 運動遊びについての保育者の専門性 
2、 幼小に共通した外部体育指導員制度 
3、 幼児教育における外部体育指導員の功罪 
以上について、今後さらに研究を進めていきたい。 
  
注 
注 1.松本短期大学教授・柳沢秋孝先生が、子どもたちに身体を動かすことが好きになってもらいた
いと考案された体系的な運動プログラムである。 
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